
株式会社エクソルは、2025年日本国際博覧会の「大阪ヘルスケアパビリオン」に協賛しています。

「格付け制度」がもたらす”再生”と”進化”！
そして、地域が求める姿へ。
～寿命のない太陽光発電～

2025年2月

株式会社エクソル
経営企画本部 副本部長 楠田 大祐
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住宅 11GW 住宅 11GW
低圧 19GW 低圧 19GW

高圧 22GW 高圧 22GW

住宅 30GW～ ?

Non-FIT？（低圧・高圧） 50GW～ ?

自家消費？（低圧・高圧） 50GW～ ?

残FIT？（特高） 2GW ?

2022年度迄 2040年度迄

市場背景（導入量推移）

※ 経済産業省公表データより作成。

特高案件は、適地も少なく現在稼働していない設備はプレミアム案件

ほとんどが
FIT

2

特高 16GW

約200～260GW

第7次エネルギーミックスにおける必要なPV導入量

約70GW
＋オンサイト自家消費・Non-FITで2GW

特高 16GW

約20年で約3倍に
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市場背景（導入量推移）

※ 経済産業省公表データより作成。

3

カーボンニュートラル
実現に向けた設備投資が中心

約200～260GW

住宅 11GW 住宅 11GW
低圧 19GW 低圧 19GW 集約（群制御）

高圧 22GW 高圧 22GW

住宅 30GW～ ?

Non-FIT？（低圧・高圧） 
50GW～ ?

自家消費？（低圧・高圧） 
50GW～ ?

残FIT？（特高） 2GW ?

2022年度迄 2040年度迄

特高 16GW 特高 16GW 再エネを必要としている
企業へバトンタッチ

FITによる
投機が中心
約70GW

転売が活発化

経営の必須エネルギーに!!

約20年で約3倍に

ほとんどが
FIT
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2021年 2025年 2030年 2032年 2034年 2036年 2038年 2040年

既設 減少分 新設

導入拡大に向けた課題と展望

4

課題 展望
・ 地域の反対 ・ 地域との共創・共生
・ のら発電所問題（FIT期間終了後、故障しても放置） ・ 集約化 ・ 群制御
・ 出力制御 ・ 蓄電池によるタイムシフト
・ 災害保険料の高騰、および加入停止 ・ リパワリング補強技術の向上
・ 導入量のカウント など ・ 電力申請時のカウント ・ 使用前自己確認時のカウント

既築の発電所は1Wも潰すことはできない＝寿命のない発電所が求められる 最適なリパワリングにより稼働率も上昇！！

2021年 2025年 2030年 2032年 2034年 2036年 2038年 2040年

既設 新設 7次エネルギーミックスの達成に必要なPV導入容量

課題を放置していると導入量が鈍化 課題を解決することで導入拡大を実現

65GW 65GW

合計80GW

＋35GW

45GW？ 70GW

200～260GW

新設は鈍化

既設は
減少

産業用卒FIT
の出現

産業用卒FIT
の出現

Non-FIT（オンサ
イト）＋自家消費
（オフサイト）中心
に導入拡大が加速

2040年 2040年 リパワリングやO＆M
で1W も潰さない

95GW

35GW
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導入拡大に向けた課題 ～世間の発電所への印象は年々厳しくなっている～

5

■新規の太陽光発電所建設への反対運動が頻発

太陽光発電所「反対」 建築中止求め県に請願
岩国の住民／山口

出典:https://mainichi.jp/articles/20210304/ddl/k35/040/340000c

2021年3月4日

小川町メガソーラー計画、住民が関係省庁に危険性訴え

出典:https://www.jcp-saitama-pref.jp/topics-pref/3630

2021年7月16日

出典:https://www.chunichi.co.jp/article/342889

太陽光 住民が反対署名 金沢・御所町 崩壊懸念、市に提出へ

2021年10月3日

比企郡の太陽光発電施設 建設反対住民が集会

2020年12月12日

出典:https://newspicks.com/news/5459604/

太陽光発電所に「反対」 地元住民ら建設中止もとめ
桐生市に署名を提出

2022年1月26日

出典:https://kiryutimes.co.jp/regional-news/community/30464/

新規導入が進む一方で反対運動が頻発
なぜでしょうか？

既設発電所の事故多発。地元住民からすると漠然とした品質不安が大きくなってきている。
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各メディアの反応

愛知県新城市における発電所建設工事の完了

6

 東日新聞（2024.12.11、18）  中日新聞（2024.12.19）  新エネルギー新聞（2025.1.20）

2024年12月17日プレスリリース
「愛知県新城市八束穂区内におけるエクソルの太陽光発電所建設工事の完了について」より

株式会社エクソル（代表取締役社長：鈴木 伸一、本社：東京都港区、以下、エクソル）が愛知県新城市八束穂区内の
太陽光発電事業計画について、八束穂区とエクソルが、おおよそ半年に及び協議を重ねた結果、協定書を2024年4月1
日に締結し、地域の総意として太陽光発電所の建設にご賛同いただき、太陽光発電所の建設が決まりましたことを、
2024年4月16日付けプレスリリースでご報告させていただきました。

この度、2024年11月末に太陽光発電所の建設が完了いたしましたことを報告いたします。

地域の皆さまをはじめ、今回の事業に対しご意見やご懸念をお寄せいただいた方々や工事にご協力いただきました方々
には、改めて感謝を申し上げます。皆さまの大切なお気持ちを十分に受け止めながら、今後も地域の皆さまに安心して
いただけるよう事業運営を行ってまいります。

発電所敷地内の写真 発電所敷地外からの写真

馬防柵からの眺望 非常用電源としての活用
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一般社団法人太陽光発電協会（JPEA）が組織する地域共創エネルギー推進委員会の
発足の経緯と目的

2. 地域において必要不可欠なエネルギー（電源）として、その貢献性の確立
地球環境問題等の解決策として、また災害時等のレジリエンスの為のエネルギーとして、クリーンな地産地消・地域貢献型分散電源という「本来の姿・役割」を果
たすべく、①様々な貢献ベネフィットを提案・明確化し、②地域や社会に向けて発信。 ③地域の人々自らが、その電源を必要とし導入拡大の当事者となってもら
える基盤を醸成する。

上記2点を中心に、地域に寄り添い、地域と共に創り出す「草の根型共創エネルギー」としてのあり方・政策等の提言・確立を本委員会の目的とする。

1.（主として）低圧太陽光発電所の安全性とそれに伴う「地域に暮らす人々の安心」の確立
FIT制度開始時より大量に導入された低圧太陽光発電設備においては、一部、非常に低い安全品質のものも存在しており、それらを含めた既設導入済み設備

（約16GW）に対する安全性と安心の確認・確保・確立を行うと共に、太陽光発電設備へのネガティブな認識を払拭し、それをもって今後新設される設備につい
ての導入拡大の加速を可能とする。

基本的に「相容れない部分」を解消するの
ではない。「本来のあるべき姿」に戻すだけ。

地域
太陽光発電 必要なもの

貢献するもの

求められる

VS
バッティング

相容れない…妥協、我慢

太陽光発電 地域

共生
イメージが悪いことが
前提になっている。

本来のあるべき姿
ノンカーボン

地球温暖化問題
に対する取り組み
脱炭素社会の実現

地域と共に創る
共創

委員会名称：地域 共創 エネルギー推進委員会

＝

委員長：株式会社エクソル 代表取締役社長 鈴木伸一（JPEA 理事）

資料）:JPEA地共創委員会第3回資料より抜粋
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「良い」発電所と「悪い」発電所を共通基準で分類するといった考え方

8

 長期安定稼働/安全・健全な太陽光発電所を実現する 地域共創のための2階建てシステム

※ 法令に抵触しなくても危険な発電所はFとする
資料）:JPEA 2023年光発電 「地共創委員会の現状報告」より抜粋
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「格付け制度」、「違法・不適格調査、取締り制度」がもたらす成果イメージ
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資料）:JPEA 2023年光発電 「地共創委員会の現状報告」より抜粋
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「評価制度」が軸となるセカンダリー市場

長寿命化に求められる構造

11

発電所評価を依頼

評価・転売の提案

リサイクルを
行いやすい製品開発

定期報告ルールの見直し

リサイクル
義務化 発電所転売

発電所の格上げ

適格事業者認定
適切な発電事業者への集約化を促進

アライアンス
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適格発電事業者と評価の義務化

12
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評価・査定制度「XSOL SOLAR STAR制度」の特長
 XSOL SOLAR STAR制度とは？
低圧のオフサイト（野立て）の太陽光発電所を対象に、太陽光発電所の価値（共通の物差し）を審査する
制度です。この制度を利用することにより、新設、既設それぞれで次のようなメリットがあります。
【新設】 現状の価値や状態を把握し、計画の見直しや発電所計画の修正を行うことにより、

より良い発電所建設を行えます。
【既設】 現状の価値や状態を把握し、必要に応じて修繕（リパワリング)を行うことにより、発電所の価値

 向上を図れます。

 「基本6項目」プラス「査定評価2項目」で評価。採点して、星の数で査定価格を算出
「XSOL SOLAR STAR制度」は、基本項目と査定評価項目で太陽光発電所をランク付けし、査定価格を算
出します。基本項目は「設備」「施工」「土地」「法的DD（デューデリジェンス）」「地域への告知」「ハザード」の6
項目。基本項目のうち一つでも基準を満たすことができなかった場合は、売買を推奨しない発電所ということで査
定評価の対象外となります。基準をすべて満たすことができた発電所は、発電効率と長期安定稼働（発電所が
長期にわたって安定稼働することが見込めるか）を評価します。最終的に、各項目の評価を掛け合わせて発電
所を５段階にランク付けしていきます。

【 太陽光発電所の審査の流れ 】

※評価の組み合わせは一例です。当該の組み合わせであっても、現場の状況によってはランクが異なることがあります。

太陽光発電所の評価についてご依頼をいただいてから、おおよそ３か月でレポートをご提出させていただきます。
評価には現地への確認とともに、各種の書類を確認いたします。必要書類の詳細についてはお問い合わせください。

①
評価のご依頼

条件などのご説明

②
ご契約締結・書類のご提出

③
使用機器の確認

④
現地での現状確認

⑤
発電効率の確認

（計画値と現状の発電量との乖離）

⑥
発電所所在地のハザードリスク確認

⑦
弊社からレポート提出

評価に必要な書類をご提出いただきます。詳細は直

接ご説明させていただきます。

評価についての内容や条件などをご説明いたします。

レポートの詳細は次項をご覧ください。

現地確認にはご依頼から２か月ほどお時間をいただきま

ご準備いただく必要書類（一例）

・敷地図面

・配置図面

・地盤調査報告書

・地域同意を得ていることを証明する書類

・架台図面

・単線結線図

・機器仕様書

約
3
か
月
前

※ 評価の流れないの期間は目安です。 ※ 現地確認は外部委託になる場合があります。

評価の流れ（通常パッケージ）
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一丁目一番地（最重要課題）は評価・査定

14

格付けがもたらす世界
FIT制度を起爆剤として、日本中に65GW（約60万件）以上の太陽光発電が導入され、さらにその後も、自家消費案件をはじめNon-FIT発電所が急激に増加しています。
しかし、業界の経験不足や、制度の完成度不足などもあり、地域に不安や実害を与える事例も発生。このままでは、地域における再エネ普及が破綻してしまう事態に！
また、こういった状況を受け、発電事業者の取り締まりが年々強化され、不適切な発電所は破綻に追い込まれる世界がすぐそこに迫っています。では「不適切な発電所」はもう破綻するしかないのでしょう。

現在の既設発電所が抱える問題

発電所の価値を「評価」する物差しがないため、優良でも不適切でも同じ価値に

発電事業者 不適切な発電所でも気づけず、機器の故障による発電停止や認定取り消しによる売電不可の可能性あり
当初の計画より長期稼働する優良発電所の場合であっても、価値に気づけず転売時に安く売ってしまう。

行政・地域 地域に不安・実害を与える設備であっても、良・悪の判断ができない →指導・改善ができない
また、実害が発生する前に確認もできないため、予防もできない。

金融機関
不適切な発電所にもかかわらず、気づかずに融資してしまう
→ある意味、地域に迷惑をかけている共犯者になってしまう
急な発電停止や売電不可などのトラブルにより、融資返済がこげつく恐れあり

保 険 不適切な発電所にも安価な保険料で加入させてしまう →保険金の支払いが増加、赤字に

転売時購入者 不適切な中古発電所を高く購入してしまう →急な発電停止や売電不可などのトラブルの恐れあり

発電所の価値を「評価」する物差しがないため、優良でも不適切でも同じ価値に

いまは
格付け
無し
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一丁目一番地（最重要課題）は評価・査定
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発電
事業者 格付けすることで発電所の価値が向上 発電所の価値が同等もしくは減少 価値が大幅に減少

もしくは設備として無価値に

行政
・地域 地域への迷惑や実害の心配が減少 → 安心して太陽光発電の導入を促進できる 悪い発電所だけを指導・改善できる

法令違反は売電収入差し押さえ

金融
機関 融資条件の物差しとして活用。品質に応じて条件の見直し リスクの大きな発電所を融資停止・解除に

保 険 保険料の基準として活用。更新時に見直し、良いものほど保険料が安く!?
災害などの事故発生時に適切な設備である証明にもなる 保険料が高額に。または解約

転売時
購入者 ランクに応じた適正な価格で購入でき、安定した発電事業を行える 購入を回避できる

価値が高い 価値が低い このままでは価値がなくなる!?

格
付
け
に
よ
る
期
待
効
果

発電所の価値を「評価」する物差しがないため、優良でも不適切でも同じ価値にこれからは
格付け
有り

発電
事業者

長期稼働し、収入増加。良質な発電所は転売時に高く売れる
保険料も安く!? 金利も安く!? 格上げで破綻を回避

行政
・地域 太陽光発電の導入に、より一層積極的に 格上げで不適切な発電所がなくなり

不安や実害が減少

金融
機関 融資回収リスクが減少し、融資がしやすくなる

保 険 事故発生率が減少し、保険金の支払いが減少

転売時
購入者

優良な発電所だけを購入でき、発電停止などのトラブルが減少
安定的で計画的な事業が行える セカンダリー市場も活性化

価値が高い 価値が低い

リパワリング・改修・補強

格
付
け
に
よ
る
期
待
効
果

格上げすることで、すべてのプレイヤーがWIN-WINの関係に地域も発電事業者も破綻から救われる
さらに
格上げ

格上げ格上げ格上げ 格上げ格上げ
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発電事業者 優良な発電所だけを建設できるので発電停止などのトラブルが少なく、安定的で計画的な発電事業が行えるだけでなく、
投資効果や生涯収入が最大の発電所を取得できる

行政・地域 発電所のランクがわかるため、不適切な設備にピンポイントで指導できる
→結果としては、よい発電所だけが建設されるため、安心して太陽光発電の導入を促進できる

金融機関
不適切な発電所にもかかわらず、気づかずに融資してしまう
→ある意味、地域に迷惑をかけている共犯者になってしまう
急な発電停止や売電不可などのトラブルにより、融資返済がこげつく恐れあり

保 険 融資判断がスムーズに行え、急な発電停止などのトラブルも少なく
安心して融資を実行できる

転売時購入者 ランクに応じた保険料率を設定でき、保険事業全体の赤字を解消

【 格付けによる効果 】

これからの新設発電所は

一丁目一番地（最重要課題）は評価・査定 格付けが
常識に!!

新設においては、建設前にランクを選択できるため、結果として、優良な発電所だけに建設が集中する
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XSOL SOLAR STAR補償
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品質の高い発電所ほどサービス価格が安くなる
「XSOL SOLAR STAR制度」で一定以上の評価ランクを獲得した太陽光発電が加入できるサービスです。
新設だけでなく既設の発電所も加入でき、火災、落雷、風災、雪災といった主な災害事故を補償します。

【加入対象となる太陽光発電所】
XSOL SOLAR STAR制度により一定の評価を獲得し、設備容量10～1,000kW以下かつ税込み販売価格1億円以下の発電所。

【補償対象となる事故内容】
火災、落雷、風災、雹災、雪災、落下・飛来・衝突、水災、盗難（盗難事故のみ免責金額50万円の設定があります）。

【補償概要】
対象設備

支払限度額

加入料

太陽光発電システムのうち以下の設備
①太陽電池モジュール ②接続箱 ③パワーコンディショナ ④キュービクル ⑤カラーモニター ⑥監視システム ⑦蓄電池
⑧防草シート ⑨課題、ケーブル、金具等部材および系統連系に必要な機材

最大1億円 保険責任期間 5年間 引受保険会社 三井住友海上火災保険株式会社

ケーススタディ ～転売時の例～

「XSOL SOLAR STAR制度」にて一定の評価を獲得した発電所であれば、
稼働済み太陽光発電所も加入でき、新たに発電所を購入する場合でも
金融機関からの有志が受けやすくなります。
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補強工法

● モジュールロック金具【特許出願中】 ● 架台ベース強化金具 【特許出願中】 ● スリップレス工法

New

補強技術の検証

NEDO 太陽光発電の長期安定電源化技術開発事業へ参画

発電所アップ

● メンテナンス提案 ●洗浄サービス ● オプティマイザー出力アップ etc

New

HUAWEI リパワリングパワーコンディショナ
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発電量は約6%アップ！！

パワーコンディショナのリパワリング
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二番地はリパワリング
エクソルオリジナル補強技術
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太陽光パネル リサイクルの義務化
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新規建設 評価 リパワリング 転売

補強

メンテナンス

発電事業者 優良な発電所だけを建設できるので発電停止などのトラブルが少なく、安定的で計画的な発電事業が行えるだけでなく、
投資効果や生涯収入が最大の発電所を取得できる

行政・地域 発電所のランクがわかるため、不適切な設備にピンポイントで指導できる
→結果としては、よい発電所だけが建設されるため、安心して太陽光発電の導入を促進できる

金融機関
不適切な発電所にもかかわらず、気づかずに融資してしまう
→ある意味、地域に迷惑をかけている共犯者になってしまう
急な発電停止や売電不可などのトラブルにより、融資返済がこげつく恐れあり

保 険 融資判断がスムーズに行え、急な発電停止などのトラブルも少なく
安心して融資を実行できる

転売時購入者 ランクに応じた保険料率を設定でき、保険事業全体の赤字を解消

基準が明確なので
悪い発電所はできにくい

健康診断をすることで
善し悪しが明確に

より良い設備に

価値の向上

悪いものは買わない
売れない

リサイクル
サーキュラーエコノミー
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株式会社エクソルは、2025年日本国際博覧会の「大阪ヘルスケアパビリオン」に協賛しています。



© 2025 XSOL CO., LTD. 24

資料のダウンロードは
左記QRコードより
お願いします！！
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